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するのではなく、自発的に歪を導入する手法の確立が不可欠である。そこで Latiff 氏は、Jahn-Teller 元
素を Co フェライトに導入し、Jahn-Teller イオンが結晶格子を歪ませ、Co2+の磁気弾性効果を通じて大き
な磁気異方性を誘導することを試みた。そして、Jahn-Teller 歪と磁気弾性効果の結合の有無や、得られ
たフェライト試料の保磁力解析を行った。 
Co フェライトと同じスピネルフェライト系でかつ、Cu2+を含む Cu フェライトは典型的な Jahn-Teller 物質で
あることから、これらの混晶である（Cu1-x,Cox）Fe2O4 を微粒子として作製し、組成、熱処理温度を変化させ
ることで、結晶構造が立方晶から正方晶に変化する条件について詳細を調べている。微粒子の作製には、
共沈法を用いた。また KBｒをフラックスとして、粒成長をおこなった。試料の評価には粉末 X 線回折、電
子顕微鏡観察、磁化測定、磁気トルク測定を行なっている。 




HAが比例する関係を確認している。そして HAから磁気異方性定数 Ku を導出し、xχ(x)-Kuプロットをす
ると、正方晶フェライトの試料は、すべて単一の直線上にデータが乗ることを見出した。このことは本系に









審    査    の    要    旨 
〔批評〕 














 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（ 工学 ）の学位を受けるに十分な
資格を有するものと認める。 
  
 
